
６月２７日から８月３１日までの奄美離島医療研修が

終了しました。地理的な障壁のある離島における医療が

どのように運営されているか、身をもって経験できた貴

重な２ヶ月でした。離島といえども奄美医療圏はある程

度の人口があり、それ相応の医療機関があること、それ

でもやはり不足する、設備・人員、徳之島などの離島で

はその島内で完結する必要があること、色々なことを学

びました。外来や入院、訪問診察などでたくさんの患

者さんと出会いました。離島だからといってその医療

水準に対する欲求は本土と変わることは当然ありま

せんし、それに対して何とか答えていく医療スタッフ

の姿も心に焼き付いています。

奄美医療生協のスタッフの方々は積極的に患者、医療

に関わっていこうという姿があり、カンファレンスを

積極的に行い、他職種からの情報を積極的に得ようと

いう姿が印象深かったです。これは是非鹿

児島医療生協でも実践していきたいと思い

ます。

長いようで短い２ヶ月でしたが、期間以上

の多くの事が学べたと思います。ありがと

うございました。


